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研究成果の概要（和文）：1「渡部寛一郎宛若槻礼次郎書簡」「渡部寛一郎日記」を順次翻刻し刊行した。 ２．
立憲政友会機関誌『政友』、立憲民政党機関誌『民政』の漢詩欄を検討して、政党機関誌に漢詩が一貫して掲載
されており、両党の党員等の文化環境の一翼を漢詩が占めていることを明らかにした。 ３．松江市に本拠をお
く漢詩結社・剪淞吟社の創立と展開を会員構成を中心として検討し、 初期には知事・郡長等の地方官僚が、中
等学校教員・弁護士等とともに重要な構成員であったことを確認した。また、政党関係では、憲政会関係者、憲
政会系新聞「松陽新報」が剪淞吟社と密接に関係していることを明らかにした。 

研究成果の概要（英文）：　Watanabe Kanichirou（1854－1938）was an infuential educator in Shimane 
prefecture and the head of the society in support of Wakatsuki Reijirou（Kokudoukai）. We transcribe
  Wakatsuki’s letters. In these letters we can perceive the relationship between statesmen of 
central government and local intellectuals in those days. Exchanging Kanshi poems (Chinese style 
poems) on letters was very important for such relationship.We also made notes on his diary written 
on 1898. Through this Anotation we can perceive Wtanabe's relationship with important persons of 
educational society and statesmen and beaurocrats. We can understand the situation of the central 
politics and the local politics in those days. Most of the notes are based on rare historical 
mateareals which are not easy to search now.

研究分野：中国文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
全国的にも有力な漢詩結社であった剪淞吟社の存する山陰地域を対象として、地域の文化教養環境の中で漢詩・
漢学が占める位置を、文学と歴史学の学際的研究によって実証的に明らかにした。渡部寛一郎ら同社の漢詩人
と、渡部に学んで多くの漢詩を詠んだ松江出身の総理大臣・克堂若槻礼次郎ら官僚出身政治家等が形成した地域
の文化教養環境の実態と変化等を紹介し、政党政治期の人々の文化教養実態に占める漢詩の位置を究明した。忘
れられかけた彼らの活動を顕彰して、世に知らしめることができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、幕末明治以後の日本の近代化過程における漢学・漢詩文学の貢献について、再評価が
進められている。儒教的合理性を身につけた知識人は、官界や教育・思想界で活躍し、江戸時
代をはるかに凌駕するような質・量の漢詩文を創作・発表した。その結果、口語文学が勃興す
るまでの間、近代漢詩文は和文を圧倒するまでの盛行を見たことは、今や共通理解となってい
る。しかし、こうした基礎的な文献の収集・整理は大変遅れており、とりわけ地方の漢詩資料
の整理等の基本的な作業はほとんど着手すらされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、近代日本における漢詩・漢学の再評価という近年の学界潮流にもかかわらず、な
お研究が手薄な地方 の実態を究明することを目的とする。その際、有力な漢詩結社であった剪
淞吟社の存する山陰地域を対象とし、 同社同人の漢詩人と、同じく漢詩文化の担い手であった
官僚出身政治家の文化教養環境との関係を、文学と歴史学の学際的研究によって実証的に解明
する。具体的には、剪淞吟社第二代社長の渡部寛一郎と、渡部を漢詩・漢学の師と仰ぎ自身の
後援会である克堂会会長に迎えた官僚出身政治家若槻礼次郎の「漢詩を媒介とする関係」の実
証的分析を基礎に、山陰地域で形成された漢詩人ネットワークとその文学活動・政治活動の関
連を究明する。 
 
３．研究の方法 
例会は、月一回開き、遠方の研究協力者を招いた、特別例会は、年 2回開く。渡部寛一郎日
記の翻刻に向けて、主にこの例会で、解読を進め、原稿まとめや校正を経て、『山陰研究』誌上
等に発表する。また、年表、登場人物の簡単な履歴、社会背景等を注釈の形で、別個同誌上に
発表する。若槻礼次郎や山陰漢詩人の漢詩集を、学生アルバイト等を用いて、データベース化
し、人名索引等を付した、翻刻をまとめる。 
 
４．研究成果 
（１）渡部寛一郎文書中、本研究の史料的基盤となるの「渡部寛一郎宛若槻礼次郎書簡」「渡部
寛一郎日記」を順次翻刻し刊行した。  
（２）立憲政友会機関誌『政友』、立憲民政党機関誌『民政』の漢詩欄を検討して、政党機関 誌
に漢詩が一貫して掲載されており、両党の党員等の文化環境の一翼を漢詩が占めていることを
明らかにした。 
（３）松江市に本拠をおく漢詩結社・剪淞吟社の創立と展開を会員構成を中心として検討し、
初期には知事・郡長等の地方官僚が、中等学校教員・弁護士等とともに重要な構成員であった
ことを確認した。また、政党関係では、憲政会関係者、憲政会系新聞「松陽新報」が剪淞吟社
と密接に関係していることを明らかにした。 
（４）若槻礼次郎とその漢詩・漢文の師である渡部寛一郎の信頼関係の基盤に漢詩があること
を、「渡部寛一郎日記」および若槻礼次郎 発渡部寛一郎宛書簡とそこに書かれた漢詩をもとに
明らかにした。 
（５）剪淞吟社と憲政会・立憲民政党の密接な関係を、剪淞吟社の社員構成、若槻礼次郎来松
歓迎詩会等を素材として明らかにした。 
（６）島根県における政党政治期の地域政治の展開過程を、各種選挙結果、若槻礼次郎を擁す
る憲政会の活動に焦点を当てて明らかにした。また、島根県における政党政治期（大正デモク
ラシー期）の地域政治の動向の研究史上の位置を確認するため、政党政治展開の歴史的前提と 
なる自由民権運動期の松江と東京との関係を、松江出身の民権家である高橋基一の活動と思想
に即して明らかにした。 
（７）地域政治と地域文化の戦前・戦後期 の展開過程を、明らかにするために必要な地域史料
の調査・研究の一環として、竹永三男と板垣貴志は、島根大学における古文書学実習の場を活
用して、学習院 大学大学院アーカイブズ学専攻、島根県総務課竹島資料室と共同して飯石郡飯
南町の旧役場文書の調査・整理に取り組み、その報告書を刊行した。 
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身分制』研究から『ゆるやかなカースト社会』論、『ムラの戸 籍簿』研究へ 部落問題研
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